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第１４９回簿記検定試験 

１級 出題の意図 

 

[商業簿記] 

（出題の意図） 

今回は、連結財務諸表を作成する総合問題を出題しました。連結損益計算書、

連結包括利益計算書、連結株主資本等変動計算書および連結貸借対照表の相互

の関連性について、正確な理解が求められます。現在の連結財務諸表は、純利

益と包括利益の２つの観点から連携していますので、財務諸表相互の関連性も

複雑になっています。また、その他の包括利益に関する部分は、いわゆる連単

分離の論点に該当しますので、個別財務諸表と連結財務諸表のそれぞれについ

て財務諸表相互の関連性の理解も必要になります。 

連結仕訳が求められている論点としては、子会社の資産および負債の時価評

価、のれん、非支配株主持分への振替え、追加取得などの典型的な資本連結の

論点に加えて、連結会社間における損益の相殺、債権債務の相殺、未実現利益

の消去などの論点も含まれています。 

 

[会計学] 

（出題の意図） 

第１問では、為替予約、新株予約権付社債、その他有価証券評価差額金、棚

卸資産およびリース会計の各分野から基本的な処理方法や表示方法についての

知識を問う問題を出題しました。いずれも、これまでに何度か出題実績のある

領域で、会計学を学習していくうえで基本となる専門用語の理解を問う設問で

す。 

第２問では、過去勤務費用や数理計算上の差異が発生した場合に、個別財務

諸表上と連結財務諸表上で処理が異なってくる点について理解しているかどう

か問う問題を出題しました。個別財務諸表では各期の発生額を従業員の平均残

存勤務期間以内の一定の年数で按分して、将来の年度に分割して調整していき

ます。これに対して、連結財務諸表では、過去勤務費用や数理計算上の差異に

起因して年金資産が退職給付債務に満たない不足額が生じた場合、その不足額

を退職給付に係る負債として追加計上します。 

第３問では、企業結合時に生じたのれんに減損が生じた場合の処理について

の理解を問う問題を出題しました。のれんに減損の兆候がある場合には、のれ

んを各事業に配分した後、のれんとこれに関連する資産グループを再グルーピ

ングしたうえで、減損損失の認識の判定を行う必要があります。再グルーピン

グの方法には、のれんに関連する資産または資産グループにのれんを加えて、
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より大きな単位で減損の認識の判定を行う方法と、のれんの帳簿価額を関連す

る資産または資産グループに配分したうえで、減損損失の認識の判定を行う方

法の２つがあります。いずれの処理方法についても理解しておく必要がありま

すが、本問では前者の方法にもとづく処理を求めています。 

 

[工業簿記] 

（出題の意図） 

工場独立会計の月次決算を標準原価計算と融合させた問題です。リード文か

ら、ＨＩＴ社の勘定体系をしっかり把握してから問題に取り掛かることが重要

です。なお、第 140 回にも類似の出題がありました。 

問１から問３までは単に標準原価計算の問題です。継続的に標準原価計算を

採用しています。[資料]1 の工場側残高試算表においては、原価差異が把握され

ている点、および棚卸資産は期末の帳簿価額である点を押さえる必要がありま

す。問４では、原価差異を売上原価に加減することと同時に、棚卸減耗費と貸

倒引当金繰入を含む販売費と一般管理費を合計した額が営業費になることにも

注意を払いましょう。問５では、まず本社独自の損益を測定しますが、全社的

な営業利益を測定するために、Ａ製品の月末棚卸高に含まれる内部利益を控除

する点に気づいてほしいところです。 

 

[原価計算] 

（出題の意図） 

問題１は、価格決定と原価計算からの出題です。製品価格の決定に際して原

価情報はどのように使われているでしょうか。これは、大きく２つに分けられ

ます。１つは、原価にもとづいて製品の販売価格を決定する方法です。販売価

格を設定するために原価情報を用います。具体的にいえば、何らかのコストを

コスト・ベースとして、そのコスト・ベースにマークアップを加算して製品の

期待販売価格を求めます。もう１つは、製品の販売価格は、顧客が当該製品に

対して支払うであろう価格あるいは競合価格などを参考にして決定します。こ

れをマーケット・ベースの価格決定といいます。この市場価格から目標利益を

控除して目標原価を求め、この原価を実現することが企業にとっての課題とな

ります。このアプローチを目標原価計算といいます。本問ではこれら２つのア

プローチに関連する原価計算の知識を問いました。 

問題２は、製造原価、販売費、一般管理費にはどのような原価要素が含まれ

るか、また製造原価の形態別分類のうち、労務費には何が含まれるのかを問い

ました。２級の工業簿記で学ぶ内容のため、高得点をとることを期待した基礎

的な問題です。 


